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権威と意志──会社(1)

 会社では

• みんな自分の意志を持っている。自分の意志で
会社と契約した。

• みんなで協力し合わなければならないというのも
わかっている。

• 上司は会社に押しつけられた。たとえ従業員が選ん
だとしても，その場合にも上司を任命するのは会社
（＝資本）。つまり，会社が権威の根拠。

• 上位法とかで押し付けられているから会社に従うの
ではなく，自分自身が会社の一部，会社の手足だか
ら，会社に従う。

権威と意志──会社(2)

 会社では

• もちろん，会社に従うということは，労働者が
資本主義的なシステム（＝資本主義的な生産関係）
を当然なものとみなしているということを
条件とする。

• しかし，この資本主義的な生産関係そのものこそは，
労働者が，賃労働によって形成したものである。
労働者が毎日，賃労働しているからこそ，毎日，
資本主義的な生産関係が再生産されるのである。

権威と意志──会社(3)

 労働者は
• この労働過程（＝個人的労働過程）で俺はこうするんだ

という意志を，また

• この協業（社会的労働過程）で俺はこうするんだという意志を

• 会社の権威（したがって業務命令）とすりあわせる。

 資本は
• 労働者の意志を吸い取って，

• 個人のやる気（＝意志）として押し付けているのとともに，

• 全体の意志（＝権威）として押し付けている。


